
く英語語法マスタ—®>形容詞の語法®
田It is ～如恥如 A to V 
It is~ 如t ""'と It 1s® -fur- A to V はとちらも同じ様に扱W
類形容菩］によってはどちら加泄クをとるものと．両方の形をとるも乃とが認．I

如at節を使うタイ7゚
(( )迫ら力‘笙／®（

訳 ）rありそう笙／®(

7)( )rありそうなJ'⑧（

）畜奴‘笙／®（

）迫白笙／＠（
）r本当の.J

） F唄ら力‘笙

)r明ら力な‘.J

(1]『明ら力‘な立罹ヵ、翌尋誰ヵ'-iJ`んし亙という（ ）についで r担.Jとか言平 1否
（例） 0It is me 如t he is angry Wi・柏 her． 彼が彼姪腹を
X It 1s true 如r him 1:o be a叩 wi柏 her． 丘て国の註琴

[2]( )が如ればIt is 加e 加 say～廷の形1汀能．l

for A to Vを使うタイフ゜
ｮ( )『危陰愁／®(

ｮ( )r態ししし／®（

)r難しい-'/®(

） r不可能笙／＠（

）場しい」

） r哺砂.J

〔1]r易しば難しい且と薔総‘イ可ガをする」ことに対して言っていきので実喀Iこ捻(J)
誤：わ哀うない。（ ）咸活 l →to V を使う！
固Olt is impossiblefor him to ma幸r IT. r彼がそれをマスター翁の

• l t fs impossi ble 廿吐 he tna鈷e応 It． 不頭だ

[2] po霙ibl~, im匹ぅibl~が ・ パ這昧のときは（ )! 
園 It 1s impos5ible 如 he ate ft．｀和讀べたということはあり砕 9.J

両方の形を使うタイフ゜
(( / )r驚べき爪／®( ）済妙翌

ｮ ( )r.望ましい］※／④( y重要なぷ
ｮ( )F当然｀の...a/®( )『必要な必如む池繹
---------------------------------------------— 
[1]渚怨驚き遣憾」なとの意を表す摯芦It is® th四～の扁揺紐
中の竪飼に（ ）をつ呻。←ィギリス要語、※印ぷ翫·Iぶ仮定法現在（廊V,
（例）It t's nat(,(ml 如r 岡rents to love 和eir 由ldren.:親が子を受担は津



回仄Jを主語に捻輝詞
sorryタイフ゜
ｮ ( )浮ふ亙／®( ） r敗じでメ／®（ )『喜んで

ｮ( )冷望卑／®( ） r雫奮し亙

(( )~喜んで~/®( )'"楽しい~I⑧( )r喜んで.J

ｮ( )誇って"'I⑲( )I"気の尋箆／＠（ ）＂驚ぃた

(1]上記の形容詞心を主語にしてその④の（ ）を表すので It is ＠品
A to V • It ts ~ that~(/)橋文には用いない。
（例） I amg(ad to rneet You. r私はあなたに会えて繕しい.J
X It IS'-1 gl咸缶r me 如 meet似

(2]①を主語にした文では l )(J)両方をとることがで琴。こ(/)
to.血t以下は両方とも（ ）を示す。

叩xt'ousタィブ
ｩ( )'"切望してい~.J/®(

ｮ( )漁望してい~.J/® ( 

) r:切望しでぷ5」

) r喜んです歪＝ ( )
 

[1]上言恥疇詞返）を主語にして知釦遠体的麟・欲求を表す。
Itゃ不定蓉を主語にした構文に（引用いられない！
園 He is 叩xious 加 see her. ~彼は彼女に会いた力‘ばている.J
X lt i's anxious for h i'rn 如 see her. 
[.2 J ( )ま醇t ( )をとり、通例（ ）を用いる。琴‘し
喜んです否g([)意昧では( )([)形で表す。

麟xiousゃ的ger は（ ）の形でも用忌。

[3]涛来..a(/)ことに閑す否表現如で完了形不定託如節内（遥法成尋＼＼．
（例） lamm炉for you to do -the,w叶． r私は君が｀如遠を捻よう
Xl 血噸er -fut-'}'Vt-< to ho.ve clone 柏e work. 切望する」

回その他の注意すべき形容詞
①()r よ←（
@ (_)  r 

）ぼr-仏が）厳し＼＼J
r 

丘← rJ..ぶ•S忌｀と
J 
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